
タイトルのTuuliとはフィンランド語で「風」を意味します。皆様のもとにさわやかな風をお届けしたいと願っています。
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今年もまた至誠ホームのバザーの準備が始まっています。今年も昨年同様、法人の児童、保育、高
齢の３事業本部合同で行います。高齢者福祉事業充実のためにご協力いただくことと、他の事業につ
いてもボランティアや地域の皆様に知っていただけるよう３事業本部が連携し地域の方々と交流をす
ることを目的とします。

場 所：至誠ホーム けやき広場 他

日にち：１０月１４日(土)

時 間：１０：００～１４：００

物品寄贈ご協力のお願い：
新品 （衣類・タオル・シーツ 等）
雑貨類
石鹸・洗剤

例年同様、地域の皆様方にもお楽しみいただける行事にしたいと計画中です。
なおバザーのご寄贈品は毎日受け付けておりますので、お届けいただければ幸いです。

寄贈品の受付期間 :    10 月 12日(木）まで

なお、事前の値付け作業の日の１０月５日（木）、１２日（木）を予定しています。皆様からご寄
贈いただいた品物を仕訳をして値段を付ける仕事です。午前は１０時から１２時、午後は１３時か
ら１６時です。ご都合の良い時間帯をお選びください。大勢の皆様にお手伝いいただきますようお
願いいたします。

バザー当日の10月14日(土）は大勢のボランティアさんのお力が必要です。受付に申し込み用紙を
ご用意いたしますので、事前にお申し込みください。ご協力どうぞよろしくお願いいたします。

至 誠 学 舎 立 川 合 同 バ ザ ー の お 知 ら せ

聖書の会の皆さまとゴスペルフラメン
バーによるゴスペルフラが7/27（木）に行
われました。
ゴスペルフラは「世界一美しい踊り」と紹
介されこともあるフラダンスです。そのゴ
スペルフラを讃美歌などに合わせて手話を
織り交ぜながら踊ってくださいました。幼
稚園の年少さんから小学５年生までの８名
の可愛いらしいキッズを含めたメンバーに
よる、美しいゴスペルフラに入居者の皆さ
まはうっとりしておられました。

聖書の会スペシャル ゴスペルフラ

7/2（火）にピアニスト竹内晃二さんとフルー
ティストの田辺恵子さんによるジョイフルコンサー
トが行われました。オリジナルソングを中心に、讃
美歌やおなじみの歌を歌って頂き、入居者の皆様の
癒しの時間となりました。

安談亭によるジョイフルコンサート

♪♪♪ 活動のご紹介 ♪♪♪
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ボランティア交流会のご報告 ～続編～

先月号のトゥーリに、7月１１日（火）に行われましたボランティア交流会にて皆さまから頂き
ましたご意見、ご質問等を掲載させて頂きました。それらに対しての各所からの回答をご報告さ
せて頂きます。

至誠特養
★食べこぼし等で衣類や床が汚れている状況が見受けられる。職員の方々が忙しいことは分かる
が対応をお願いしたい。
⇒入居者の皆様の生活を支える中で、環境整備にも意識を注ぎ日々対応していかなければならな
いことについて、新しい職員も含め、今まで以上に職員間で意識し日々対応していくようにして
いきたいと思います。

★朝の体操の際、帽子等の準備もあるため、外・室内のどちらで行うかの決定をもう少し早くし
てもらいたい。
⇒体操前の準備等もあることもふまえ、皆様に早い段階でお伝えできるようにしていきます。

★利用者のことを聞こうと思っても職員の方が見つからない。また、活動前に利用者の状態等確
認できないこともあるため、もう少し利用者の状態を知った上で活動がしたい。
⇒ボランティアの皆様が活動するにあたり必要な情報は、職員の方からお伝えするよう周知して
いきます。ただ、時間帯や入居者の対応等で、状況によって難しいこともある点についてご理解
頂ければと思います。

★車いすについている札が古いもので、送迎の時の対応に困る。何階かだけでも新しいものにし
てもらいたい。
⇒車いすの名札、または背もたれに、テープでお住まいの階を示すものを貼りました。

★特養の改修工事の際、避難経路等に問題はないか。
⇒今回の工事は水回り中心の工事の為、避難経路等には問題ありません。

アウリンコ
★１F玄関は、職員不在のことが多く静まりかえっていて、挨拶をしたくても誰もない。
⇒現在どのようにしていくか検討段階のため、今後検討を重ね皆様に改めてお伝えしたいと思い
ます。

★活動できる場所として、どのようなところがあるかもう一度お聞きしたい。
⇒活動内容によって、場所についてはご相談させて頂くことになりますが、ユニット内の食堂や
談話スペース等があります。また担当職員をつけて対応することも視野に入れています。

この度は貴重なご意見を頂戴しましてありがとうございました。至誠ホームでは職員とボランティア
の皆様とで連携をとりながら、入居者の生活を支えたいと考えております。今後も速やかに改善できる
ことは対応していくことに努め、入居者の皆様の生活をより充実させていきたいと思っております。

今後ともよろしくお願いいたします。

今年も、錦のボランティアさんや大学生、専門学校生、高校生の皆様にお手伝いいただき、盛大に
納涼大会が行われました。無事に事故もなく楽しい一晩となったのも皆様方にお力をお貸しいただいた
おかげだと心より感謝申し上げます。ボランティアの皆様には受け入れ等の段階で不慣れな点もありご
迷惑おかけしたこともあったかと思いますが、皆様のご理解とご協力にいつも感謝しております。

秋には、「至誠学舎立川合同バザー」を予定しております。この行事にもお力をお貸し頂けますよう
よろしくお願いいたします。

納涼大会のお礼
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